
 

「第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画（案）」に対する意見と町の考え方 

「第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画（案）を検討するにあたり、東員町町民意見提出（パブリック・コメント）制度に関する要綱に基づき、

検討途中の案を公表しパブリック・コメントを実施しましたので、その結果と提出された意見に対する町の考え方を公表します。 

■意見の募集期間：令和６年１２月１６日（月）～令和７年１月１５日（水） 

■意見提出者：２人  

■意見数：１１項目 

■意見の提出方法：電子メール 

 

NO 項目・ページ ご意見・ご提案の内容 町の考え方 

１ P47 地域や福祉で活躍する人

材づくり 

 

 

 

 

人材育成は、計画がより効果的に進めることが出来、その時

の社会が求めている内容に合わせ進化させながら継続して

いくためには大変重要なポイントと考えます。今ある人材を

把握しておく人材バンクの創設は有効と思いますので検討

に織り込んでいただくよう提案します。現存する多くの市民

活動で活躍している有効な人材をネットワークで共有でき

るようになればさらに有効と思います。 

人材バンクの創設については、さまざまな場所

で活躍している町民の把握に有効であると考

えます。創設に関する記載については、関係す

る部署との調整が必要となるため、今後の検討

課題として、今回の計画への記載は見送りたい

と思います。 

 

２ P49 誰もが安心して暮らせる

環境の整備 

具体的な体制は、各セクションでの整備となるようですが、

多様な特性（障害など）に対応できるよう、対象となる分野

の町民当事者の生の声をしっかりと聞いて活かすことで整

備の質をさらに向上させていただきたい。実生活に真に役立

つ整備となるよう期待は大きいです。 

多様な価値観・考え方を尊重し、当事者の声に

耳を傾けながら、さまざまな課題の解決に取り

組んでいきます。 

３ P55 人権を尊重した取り組み 

 

人権に関する取り組みは重要であり多くの町民に届くよう

推進していただきたい。特に小学高学年と中学の多感な時期

の人権教育は、継続的な社会づくり基盤の人づくりにとても

大切です。専門的な方のお話も有効ですが、ボランティアや

地域づくりにも活躍している（できる）一般市民の人材も活

用する人権教育をぜひ取り入れていただきたい。 

小・中学生の成長過程において「人権」に関す

る取り組みは、重要な事として認識しておりま

す。身近な方の経験や思いを聞く機会は貴重で

あることから、教育現場との連携を図り、実現

可能な事から着手いたします。 

 



 

NO 項目・ページ ご意見・ご提案の内容 町の考え方 

４ P8 各種調査の実施 

 ②中学生調査 

中学生調査を実施することで、若年層の現状把握と今後の意

向調査となり、とても良いと思います。 

計画策定に関し、若年層の意見を聞く事は必要

な事と捉えており、中学生からの調査を行いま

した。 

５ P9 「3.地域福祉活動における

個人情報の共有のあり方」 

関係者による個人情報の共有が不可欠であることと、「個人

情報保護法」一定のルールの下での個人情報の適切な利用は

していないこと「個人情報保護と地域福祉活動における活用

とのバランスを図りながら推進していく」と明記してあり、

とても良いと思います。 

地域における課題解決には、関係者による個人

情報の共有は不可欠です。 

適切な取り扱いを行い、地域福祉活動を推進し

ていきます。 

６ P32 基本理念の 13行目 

「困りごとや不安な気持ちを抱

える人を“自分のこと”として捉

え、居場所のない人を一人でも

少なくするために“みんなで考

え”暮らし続けるまちをつくっ

ていくと考え…『じぶんごとみ

んなごとおみごとういん』」 

スローガン『じぶんごと みんなごと おみごとういん』の 

スローガンはすごく良いですね。 

計画策定に関わったメンバーで意見を出し合

って決定しました。 

「課題を抱える人を、みんなで支える町であっ

てほしい」という願いを込めてつけました。 

７ P34 の計画の基本目標～P56 の

第 4章施策の展開の（2）生活困

窮者支援の充実までのそれぞれ

に『東員町』・『社協』・『私たち』

と 3 主体のすべきことの起債の

中での『私たち』という内容につ

いて 

〝地域住民等が、主体的に地域課題を把握して解決を試みる

体制づくり“ということがわかりやすい記載方法だと思いま

す。がしかし、この『私たち』に書かれている内容について、

多くの住民にその事柄について正しく理解してもらい、住民

各自が、自身の態度や行動を変容してもらわないといけない

内容だと思います。広く一般の住民の皆さんに普及啓発を進

めて、いきわたらせること、住民の意識や行動に変化を与え

るための働きかけを行うことは、かなり大変なことだと思わ

れます。（その人自身がまだ気づいてないことを教え示して、

より高い認識や理解に導き、非営利な目的で態度や行動を変

容してもらうことは相当困難なこと）結果的に当初の目的が

達成されず、プロジェクトは失敗に終わるなんてことになら

『私たち』に関する内容については「できるこ

と」、「身近な場所」、「関心を持つ」など、無理

なく取り組める事を記載しています。自分たち

が暮らす場所の事を知り、周りと協力しなが

ら、気になった事の情報の共有を図ることで

「地域づくり」が進むと考えます。 

地域住民による支援活動は、一人一人の行動の

積み重ねと「気づき」が重要であり、それぞれ

の価値観を尊重しながら対話や行動を繰り返

すことで、理解が進むのではないかと感じてい

ます。 

「❶❷❸」の他にもいくつか地域における取り



 

ないように、地域住民による支援活動である『私たち』につ

いては具体的にどのようにお考えですか？以下のようなこ

とはざっとイメージできるのですが・・・。 

❶地域住民についての現状把握 

・何人（何％）の人が認知していて、理想的な行動を 

とっているか？ 

・理解してない理由は何か？ 

・行動変容が進まない理由は何か？ 

❷目標設定 

・対象者別【性別、年代、地域、職業、その他特定の属性 

の目標を決める 

❸具体的な意識啓発手法を決める（費用対効果が最適な） 

・メディア媒体・チラシやりリーフレットやノベルティ 

配布、講演会やセミナー開催 

組みの方法はあると思います。 

このような提案を、住民同士で考える事で、地

域でのつながりが増えていくのではないかと

考えます。 

８ P38『東員町』 

●災害時避難行動要支援者に対

する支援 

個別避難計画の策定を進める（県の市町への支援を受けて）  

・「福祉避難所の確保」の挿入はいかがでしょうか。 

「個別避難計画の策定」については、P49の『東

員町』の取組として行う【災害時避難行動要支

援者に対する支援】に記載を追加いたします。 

また、「福祉避難所」に関しては、「地域防災計

画」に関連する記載があることから、本計画へ

の記載は行っておりません。 

９ P43（２）生活困窮者支援の充実 

『東員町』の中に 

 

●企業との連携による地域福祉活動の支援 

❶地域巡回の機会が多い民間事業者と、「高齢者見守りに関

する協定」締結。 

❷食品関係企業等における食品ロスについて、「フードバン

ク団体」や「こども食堂」等を通じて、生活困窮者に対する

食糧支援につながるよう、食品提供事業者とフードバンク活

動団体等をマッチングし、未利用食品の有効活用を図る。（三

重県食品提供システム『みえ～る』が有る）」の文言の挿入に

ついていかがでしょうか。 

生活に困りごとがある人の支援については、行

政や社協だけでなく、民間企業からの協力も欠

かせません。 

❶❷共に、大切な取り組みであると考えます

が、それぞれの取り組みについて、連携を図る

企業との調整などが必要になることから、本計

画での、文言の挿入は見送らせていただきま

す。しかし、今後計画の見直しを行うときに、

検討すべき課題といたします。 



 

10 P48(2)地域福祉を推進する人材

の育成 

『社協』【ボランティア活動の基

盤整備】 

「ボランティア活動についての情報発信と、ボランティア 

活動への支援」の文言を挿入はいかがでしょうか。 

「高齢者・障がい者の地域活動への支援」の文言の挿入はい

かがでしょうか。 

 

1 点目については、P47 の【地域福祉に関する

広報・啓発活動の充実】に含まれるため、文言

の挿入は行っておりません。 

2 点目については、P45 の【地域福祉活動に対

する支援】に含まれるため、文言の挿入は行っ

ておりません。 

なお、ご提案いただいた 2点については、今後

ボランティアセンター（仮）の基盤整備が整っ

た段階を踏まえ、地域福祉活動計画を見直し、

ボランテイア活動の推進に努めていきます。 

11 ① P51『社協』【運営基盤の強化】

の３行目「地域福祉活動を推

進するための財源確保など

…」 

 

地域福祉活動の推進のための財源確保について、「寄附文化

を醸成すること」も大切だと思います。「赤い羽根共同募金

などの取り組みを通して」という文言もありますが、それに

限定するのではなく、「寄附文化の醸成（街頭啓発の募金活

動、共同募金、三重ボランティア基金等）」の言葉の挿入はい

かがでしょうか。 

「寄附文化の醸成（街頭啓発の募金活動、共同

募金、三重ボランティア基金等」については、

同ページに「赤い羽根共同募金などの取り組み

を通して…」と記載があること、末尾に「地域

福祉活動を推進するための財源確保など、運営

基盤の強化を図る。」と記載があることを踏ま

え、文言の挿入は行っておりません。 
 


